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再開１６：２５ 

 

（議長） 

会議を再開致します。 

日程第４１、議案第７号から議案第２９号及び議案第３１号から議案第３３号の令

和７年度江差町各会計予算並びに関連議案中、議会事務局、総務課、選挙管理委員会

事務局、監査委員会、監査委員事務局所管の予算並びに関連議案について、一括補足

説明を求めます。 

 

「財政課長」 

財政課長。 

 

（議長） 

財政課長。 

 

「財政課長」（補足説明） 

それでは私から、議会事務局及び監査委員事務局の所管予算につきまして、提案を

させて頂きます。 

まずは議会費です。予算資料７ページをご覧下さい。事業Ｎｏ．２から５をご覧下

さい。 

本事業では、議員の皆様に係る報酬、期末手当、共済組合費等の人件費の他、旅費、

消耗品費、車両借り上げ料及び議会だより印刷費等の議会活動費と事務局経費を計上

しています。 

各事業費は記載の通りですが、対前年の主な増減内訳と致しましては、議員報酬等

では、議員共済組合負担金率の減により６２万２千円の減、議会だより作成では、物

価高騰に伴う印刷単価の増により８万７千円の増、議会事務局事務では、令和５年度、

６年度に整備をした議場音響映像機器に係る保守点検委託費が皆増となりましたこ

とに伴って３４万３千円の増額となりました。この他、前年度から大きく変更となっ

たところはございません。 

次にＮｏ．７４に飛んで頂きます。監査委員事務です。 

本事業では、監査委員の報酬、旅費及び事務局職員の人件費等を計上しています。

対前年では、職員及び監査委員の旅費が減額となったことで３５万円の減額となりま

した。私の説明は以上となります。ご審議の方よろしくお願い致します。 

 

 

「総務課長」 

総務課長。 
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（議長） 

総務課長。 

 

「総務課長」 

えーそれでは総務課関連の予算並びに条例に関して説明をさせて頂きます。 

まず初めに関連条例の説明をさせて頂きます。議案第１７号、江差町犯罪被害者等

支援条例の制定についてです。議案、議案は７７ページから８０ページ、定例会資料

は１６ページから１７ページの資料１５をご覧下さい。 

本条例は、犯罪被害による被害者及びその家族又は」ご遺族に対し、受けた被害の

早期回復または軽減を図ることが出来るよう支援策を策定し、規定し、安全で安心し

て暮らすことが出来る地域社会の実現を目指し制定するものでございます。 

本条例で対象とする犯罪被害は、犯罪行為による死亡又は障害で、被害届け出が警

察に受理されているもの、又は警察が犯罪被害と認めているものとしております。第

３条には基本理念として、個人の尊厳、被害への十分な配慮、支援の継続などを規定

しております。第４条から６条には、被害者等に関わる地域社会の役割として、町、

町民等事業者の責務、第７条から１３条には、被害の早期回復、軽減等を図るための

町の取り組みを規定しております。第８条には、遺族に対する遺族見舞い、見舞金３

０万円、傷害を受けた方に対する傷害見舞金１０万円の支給を規定しており、支給対

象としましては、犯罪行為が行われ、行われた時に、町内に住所を有することを要件

としております。本条例の施行は本年４月１日とし、見舞金の支給は、条例施行の日

以降に行われた犯罪行為による死亡又は障害に適用することとしているところでご

ざいます。 

続きまして議案第１８号、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関連条例の整

理に関する条例の制定についてです。議案は８１ページから８２ページ、定例会資料

は１８ページの資料１６をご覧下さい。 

本条例は、刑法等の一部を改正する法律が本年６月１日から施行される刑の種類に

変更が生じることから、江差町個人情報の保護に関する法律施行条例及び江差町個人

情報保護審査会条例で規定している懲役を拘禁刑に改正するものでございます。本条

例の施行は法の施行日と同日の本年６月１日としております。 

続いて、議案第１９号、江差町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部改正についてです。議案は８３ページから８４ページ、定例会資料

は１９ページから２０ページの資料１７をご覧下さい。 

本条例は、令和６年６月に公布された江差町再生可能エネルギー事業の推進と地域

の共生に関する条例第２２条に規定する江差町再生可能エネルギー検討協議会の委

員に対する報酬を追加するもので、学識経験者、日額３万円、学識経験者以外、日額

２千円とし、本年４月１日から施行するものでございます。 

続いて、議案第２０号、江差町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いてでございます。議案は８５ページから９５ページ、定例会資料は２１ページから
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４１ページ、資料１８と１９をご覧下さい。 

本条例は、人事院勧告に基づくもので、給料表の改定、扶養手当、通勤手当及び単

身赴任手当、管理職員特別勤務手当、定年前再任用短時間勤務職員等の諸手当に関す

るものとなっており、本年４月１日から施行するものでございます。 

続いて、議案第２１号、江差町職員の勤務時間及び休日等に関する条例の一部を改

正する条例についてです。議案は９７ページから９８ページ、定例会資料は４２ペー

ジから４４ページの資料２０をご覧下さい。 

本条例は、育児を行う職員の時間外勤務の制限の対象範囲を拡大することや、配偶

者等の介護についての申し出がなされた場合の意向確認などを規定するものでござ

います。 

続いて、議案第２２号、江差町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例についてです。議案は９９ページから１００ページ、定例会資料は４５ページの資

料２１をご覧下さい。 

本条例は、関連法律の改正に伴い、条ずれが生ずることから一部改正するものとな

っております。 

続いて、議案第３２号、江差町再生可能、可能エネルギー事業の推進と地域との共

生に関する条例の一部を改正する条例についてです。議案目次その２の５ページから

６ページ、定例会資料Ｎｏ．２－３から４ページの資料３２をご覧下さい。 

本条例は、今後、北海道檜山沖風力発電事業の加速化が予想されることから、一般

海域における占用公募制度の運用指針との齟齬が生じないよう、条例第１４条に規定

する再エネ事業実施の事前届け出から海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係

る海域の利用の促進に関する法律による事業を適用しない旨を規定するものです。 

また第２３条には、罰則・過料５万円、２１条に命令を加え、第２２条の公表を一

部改正し、罰則までの制度、制度化を図る事としております。本条例は、本年４月１

日から施行することとしております。 

以上が、当課の関連する条例の説明となります。 

続きまして、予算に関する説明をさせて頂きます。予算に関しましては、昨年度と

大きな変更がある部分のみの説明とさせて頂きますので、よろしくお願い致します。 

事業番号１１、行政情報化電子自治体推進でございます。前年比、約８４０万円ほ

どの増額となっております。増額となった主な理由は、これまでシステムを運用して

いた課が所管していた予算を総務課に集約したと言う事で、大幅な増額になったもの

でございます。 

続きまして、事業番号１３、自治体情報システム標準化事業です。前年比約２，３

００万ほどの大幅な増額となってございます。７年度は、総合行政システム戸籍統合

システム、健康管理システムの標準化にいよいよ着手すると言う事、加えて国保シス

テムの標準化に関わる負担金を支出すると言う事での増額となったものでございま

す。 

続きまして、事業番号７１番、参議院議員選挙通常選挙に関わる経費でございます。
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本年７月に執行が想定されている選挙に関わる費用１，１６４万ほどを計上したもの

でございます。 

続きまして、１２８番、南部桧山衛生処理組合負担金、前年比約７００万円ほどの

増額となってございます。当組合の予算総額としますと前年比約６，７００万ほどの

減額予算となってございますが、昨年まで予算として組み入れていた繰越金が無くな

ったことに伴って、町の負担額が増えたものでございます。 

続きまして、事業番号２８０番、えー行政組合分担金として常備消防費です。前年

比約３，９００万円ほどの増となってございますが、こちらは職員数が増えると言う

事、加えて人事院勧告に伴う給与の見直し等による増額となってございます。 

続いて２８２番、えー消防ホース購入事業に関わる行政組合分担金です。こちら対

応年数が超過した消防用ホースを整備すると言う事で、新たに２９７万の予算化を図

ったものでございます。 

続きまして２８４番、同じく共済組合分担金の自動火災報知器３３０万ほど計上さ

せて頂いてございます。こちらは消防庁舎の１階２階に関わる設備の更新と言う事で、

新規事業となったものでございます。 

続く２８５番、消防団詰所改修でございます。豊川詰所のトイレ、現在和式となっ

てございますが、こちらを洋式化すると言う事での事業費約１２０万を計上させて頂

いております。 

続きましてＮｏ．２８９番、災害備品整備です。定例会資料は１２ページのＮｏ．

１２となってございます。前年比２４６万ほどの増額となってございますが、今回は

能登半島地震への支援、そう言ったものを踏まえて、経験を踏まえて冬季対策として、

寝袋やストーブの増を図ると言う事で増額をとしたものでございます。 

続きまして２９２番、防災情報伝達システム整備事業です。定例会資料は１４ペー

ジから１５ページ、Ｎｏ．１４をご覧下さい。 

昨年実施設計を組みましたが、いよいよ７年度は事業化を図ると言う事での予算化

をお願いするものでございます。資料１４に記載してありますように、整備内容とし

ますと情報配信用操作端末を役場、それと消防にそれぞれ一式整備すると言う事加え

て、屋外拡声装置いわゆる水面装置、こちら２８機整備すると言う事。 

更には個別受信機７５０台。これは私ども、今想定しているシステムと言うのは、

携帯電話網を使って、皆さんがお持ちの携帯電話・スマートフォンに情報を江差に居

なくても情報発信すると言う事を基本としてございますが、これらの機器を持たない

方を７５０、最大７５０と言う事で見積もった中で個別の受信機を整備するものでご

ざいます。 

加えてタブレット端末４０台、聴覚障害者用に整備を図ります。 

システム構成としますと、屋外スピーカー更には戸別受信機による音声発信、それ

とは別にスマートフォンなどＩＣＴ機器への文字配信を行うというものでございま

す。 

えー５の財源内訳をご覧下さい。緊急防災減災事業債の下に戸別受信機貸し出し料、
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１９５万３千円を計上してございます。こちらは、１台当たり３千円の、を貸し出し

料として、６５０件ほどの貸し出しした際に貸し出し料を想定しているという内容で

ございます。３千円の根拠としますと、現在、高齢者が、高齢者に貸し出しをしてい

る緊急通報システム、失礼しました。こちらの貸し出し料が２，５００円と言う事に

なっておりますので、それらを踏まえて３千円と言う事にしてございます。 

ちなみに先ほど７５０台の個別受信機とさせて頂きましたが、想定しているのは７

５歳以上のこういった機器を持っていない世帯、約５５０世帯、それとは別にこうい

う機器は持っているけども貸し出しを希望したいという世帯の１００台を想定した

ものでございます。 

ちなみに５５０台の根拠としますと、昨年、あっ失礼しました。令和６年から計画

がスタートしております第９期町の高齢者福祉計画策定時の電子機器の保有状況ア

ンケート調査を踏まえて、こういったスマートフォン等持っていない割合に応じて積

算した台数が５５０と言う事でございます。 

続いて、事業番号２９３、空き家等実態調査及び住宅地図ＬＧＷＡＮ整備。資料は

１３となります。こちらは資料にも記載してございますが、従前に、平成２８年度に

調査した以降の現状を改めて江差町内における空き家実態の調査を図るというもの

でございまして、内容としますと、空き家の現地調査、台帳データ整備、所有者の意

向調査、不良の判定報告書作成更には防災パークと、こちらに防災パークとあります

が、これ具体的にどう言う事かといいますと、江差町における災害リスクを住宅地図

に落とし込んで、そこの住宅にどの程度の戸数があるのかというようなそういう地図

情報と空き家情報などを組み合わせることが機能を持たせたものとなってございま

す。事業費は８７８万５千円、新規事業となります。 

はい、すいません。以上で説明を終わらせて頂きます。よろしくお願い致します。 

 

（議長） 

以上で説明、補足説明が終わりましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

 

「小野寺議員」 

はい、議長。 

 

（議長） 

小野寺議員。 

 

 

「小野寺議員」 

すいません。２つかな。ちょっと２つお聞きします。 

今一番最後の、えー江差町防災情報システム整備。あのー事業費、事業費これも４
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億、えっ１千万、１００万も、これだけ大きな事業費がＡ４一枚で説明するっちゅう

のは何ともちょっと、何、何なんて表現使っていいのかですね、４億ですよ４億。 

あのーまっ本当はちょっと色々聞きたいとこですけど、まず１点。えー７５０台。

いやこれ、そんな簡単な部分で、ベースとしてその調査で大丈夫なんですか。そのス

マホ持ってるけれども、ネットを繋いで無いって結構いますからね。もう電話しか使

ってないだとか、そもそも持ってるけど慣れてないだとか、あんまり使ったことない

だとか。だからここに設置を希望する世帯っていうのは、どういう意味合いがあるの

かなって言うのもちょっと合わせて、この個別受信機の７５０っていうのが大丈夫な

のかなってのがちょっと１つ。ありますね。 

それからもう１つ。えっとー屋外の拡声器これ、ちょっとごめんなさい、現在の２

８と同じものをきちっと直すんでしたっけ。増やすんでしたっけ。ごめんなさい、ち

ょっとそれも単に、今あるものを置き換えるだけじゃなくて性能的にもしっかりとし

たものを聞きづらいだとか、音が割れるだとか云々かんぬんと言う事があったんです

けれど、それが今、どういうふうになるのかもちょっと２点目。 

それからちょっと行ったり来たりで申し訳ないんですが、ここの説明に、ちょっと

上に、緊急時だけでなく平常時における広報行政連絡などでの活用を予定しておりま

すと。この間、熊のも熊のことについてもいいんじゃないかとかですね色々ありまし

た。改めて、つまり防災、消防だけではないという点で、ただどの程度、行政連絡を

想定しているのか。まだコンクリートになるのはなかなか難しいかと思うんですが現

在想定。在るところでは、本日、誰々さんの葬儀がありますと言うところまでやって

ますね。あのー知ってるかと思うんですけれども使ってます。だからいい悪いはちょ

っと私あれですが、どこまで考えてらっしゃるのか。活用ですね。 

あと最後。これ予算書見ましたら、予算書を見ましたら、委託費、委託に防災情報

伝達システム整備で４億６，５００万ですから、この、この金額が、えーシステム整

備全部委託、この委託の金額の中に全部さっき言った拡声器から個別受信機から何か

らかにまで全部委託業者が全部やると言う事なんですか。ちょっとあまりにもこの１

枚ですからね、あのー質問するにも、この、こんな大事な事業をですね、ちょっとと

言う事でありますが、それが一つ。 

あと、休憩中にちょっと課長にちょっと聞いたんですが、再生可能エネルギー推進

事業、何、これお聞きしましたら、これもよっこらしょ。えーと予算書に再生可能エ

ネルギー検討協議会支援業務と言う事で５８１万あります。あの町長の執行方針の中

にもありましたが、この１年間通して具体的に検討協議会で、この金額を使って、え

ー何を想定されて、現時点でですね、何を想定していらっしゃるのか業務として、ち

ょっとお聞きしたいなと思います。以上です。 

 

「総務課長」 

総務課長。 
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（議長） 

総務課長。 

 

「総務課長」 

えーまず初めに、防災情報伝達システムに関するご質問からお答えさせて頂きます。 

えーまず、個別受信機の数量についてのご質問がございました。私どもが想定して

おりますのは、７５歳以上の世帯、江差町では現在１，０００世帯ございます。その

内の５５０と言う事ですから半数を想定していると言う事になります。えー先ほどお

話させて頂きましたが、アンケート調査でスマホ等を持っているという方を除外させ

て頂いております。 

ただし、必ずしも持っているから全て駄目ですよと言う事では無く、例えば家にも

やっぱり置いておきたいんだという方に関しては、別に貸し出しも想定をしていると

いう内容になってございます。こちらが１点目です。 

続きまして拡声器です。資料のですね１５ページに、あのーちょっと見づらいんで

すが、実はこちらにはＮｏ．２９までございます。えー今回私どもの方で再整備する

にあたっては、スピーカーの支柱、これはそのまま生かします。スピーカー自体は取

り替えると言う事にしております。そして２９あるんですが、６年度で調査をした中

で１つ必要がないと、２９から１つ除いても十分住宅には音声を届けることが出来る

と言う事で、そういう意味で２８のスピーカーを設置すると。スピーカーは高性能も

含めて更新を図る。ただし、支柱は活用して行くという内容が２つ目でございます。 

続いて平常時の活用についてです。まぁ私ども今想定しているのは、広く防災だけ

ではなく、広く活用できるシステムと認識してございますが、ただし、あまりにも最

初から通常のものを情報を流すことで、本当に大事なものが聞き取れなかったとかと

言う事があり得るかなというふうに思っておりまして、最初からフルに情報流すと言

う事ではなく、まずは防災に関する部分をメインに、まずは皆さんに慣れて頂いて、

それから徐々に町から発信したい情報、そう言ったものを加えていければなというふ

うに考えてございます。 

続いて委託費。まぁこの委託費の中に、今回のシステムに関わる全てのものを含め

ているという内容になってございます。 

えー続きまして再エネ活用事業に関する質問、２つ目に大きくございました。 

事業内容と言う事でございますが、私ども平成５年度に再エネに関するマスタープ

ランを策定し、同時に実行計画なるものを策定させて頂きました。加えて再エネに関

するマップを作成させて頂いて、その中で保全すべきエリア、不適エリア、調整エリ

ア、促進エリアというものを設定させて頂きました。 

今回これらの再エネに関する協議会での議論を通じて、エリアから促進区域という

ものを設定すると言う事の議論をして頂きました。この区域化を図ることで、事業者

にとりましては、環境影響評価に関わる作業の省略化が出来ていたりとか、逆に私ど

も町としますと、その事業が果たして江差町にとってどういった効果がもたらされる、
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もたらされるものなのか、そう言ったことを審議する場という部分での協議会を設定

をさせて頂きました。 

まっ先ほど申しましたように、今回は大きくは、分かり易いところで言いますと、

区域を設定したと、再エネの再生可能エネルギーの促進区域を設定させて頂いたと言

うのが、６年度の大きな内容かなというふうに考えております。以上でございます。 

 

（議長） 

小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

課長すいません、今、最後の、ちょっと金額にこだわって申し訳ないんですが、５

８１万と言う事で、単にこれ協議会で会議をやるだけではなく何か一定の業務を、え

ー委託して、成果品も含めて結構な金額で求める。さっき言った何か物としてですね、

それどういうものを今年度を考えていらっしゃる、先ほど説明ありましたが、具体的

にですね、そこもし分れば教えて下さい。 

 

「総務課長」 

総務課長。 

 

（議長） 

総務課長。 

 

「総務課長」 

過年度としますと、６年度までの協議を踏まえて、今私どもが先ほど再エネマスタ

ープランという事もご説明させて頂きましたが、これらの計画の見直しという部分も

具体的に作業として出てきます。そう言った見直し年に向けた議論をして行くと。そ

の時には学識経験者の知識を借りたり、若しくは事業者、専門知識を有する事業者の

知恵を借りる、若しくは、えー会議を運営して行くという部分での費用と言う事で５

００万ほど計上させて頂いているという内容になってございます。 

 

（議長） 

他に質疑はありませんので。 

 

「飯田議員」 

はい。議長。 

 

（議長） 

飯田議員。 
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「飯田議員」 

すいません、もしかしたら聞き逃したかもしれませんけど、空き家等の実態調査、

ここでいいんですよね総務課長。 

えーとこれは、調査はですね、民間業者に委託をして調査をするという押さえでよ

ろしいですか。 

それと１点、もう１点ですね。これまぁ地図にＬＧＷＡＮで起こすと言う事ですけ

ども、その結果地図は公開するんですかどうか。 

それから業者に委託した場合、その危険空き家までの判定も含めて、調査結果とし

て出して貰えるのか、その３点について質問致します。 

 

「総務課長」 

総務課長。 

 

（議長） 

総務課長、ちょっとその前にお待ち下さい。 

定刻の時間が迫っておりますが、えー全ての審議が終了するまで会議時間を延長し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

えー異議なしと認め、全ての審議が終了するまで会議時間を延長することと決定致

しました。 

 

（議長） 

それでは、えー総務課長の答弁をお願い致します。 

 

「総務課長」 

はい。只今のご質問にお答えさせて頂きます。 

まず１点目の委託に関わる部分です。こちらは民間に委託してございます。えー地

図との連動の図れる事業者と言う事での想定をしてございます。これが１つ目です。 

２つ目。地図の公開という部分ですが、えー基本的には公開出来るものというふう

に考えてございます。と言いますのは、この地図を元に防災に役立てるという意味合

いも持ってございます。先ほど防災、えー失礼しました。災害リスクとの連携という

ような言葉をちらっとお話させて頂きましたけれども、地域でどのような、えー情報、

あーリスクが有るのか、それは住宅に落とし込んだ時にどういったものなのかという

ような活用も出来る事から公開と言う事も可能というふうに考えてございます。 



10 

 

３点目、危険空き家の部分です。住宅に関する判定を想定してございます。私ども

現在、こちらの方のマニュアル等、北海道が策定したマニュアル等に基づいて、危険

空き家等の判定をしてございますが、同じ基準をもって調査をして頂くと言う事を想

定したものでございます。以上です。 

 

（議長） 

飯田議員。 

 

「飯田議員」 

ちょっとやっぱり個人情報の部分でですね、やっぱり例えば色んな状況で解体出来

ないとかっていう、そういう部分が多いと思うんですね。そういう所の個人情報を含

めて、その辺の関係はどうなるのか。 

あとは一般住宅、民間もそうですけども、行政財産の部分でのそういう危険な建物

等々の扱いはどうなりますかね。その点２点お願い致します。 

 

「総務課長」 

総務課長。 

 

（議長） 

総務課長。 

 

「総務課長」 

まず１点目個人情報の関係ですが、えーと公開という部分での質問に関連してござ

いますが、闇雲に全て公開すると言うものではございません。どこどこの家が危険家

屋になっていると言う事を公開する予定はございません。 

ただし、えーと広く住宅地図を活用した中で、例えば、避難行動の、避難行動の個

別計画を立てるに当たって、どこにそういう通路が有るかだとか、そういった部分で

の活用と言うのも、見込ま、見込む事が出来ますので、そういう意味での公開という

ふうに考えてございまして、必ずしも全て危険家屋がどこどこの家の誰々さんの建物

を表示すると、それを見せると言う事では無いという事でまずご理解をお願いしたい

と思います。 

続きまして行政財産の部分ですが、私ども行政財産に関しましては、えー役場の建

物、役場に管、役場が管理している建物に関する計画を持ってございます。 

議員ご承知の通り、いつ、どの時点で解体するかというようなところまでは踏み込

んだ情報ではありませんが、えー今回のこの情報に関しては、基本は民家、住家を対

象にしていると言う事でご理解をお願いしたいと思います。 

 

（議長） 
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質疑希望ありませんので、議会事務局総務課、選挙管理委員会事務局、監査委員事

務局所管の予算並びに関連議案についての質疑を終わります。 

説明員入れ替えのため暫時休憩致します。 

 

休憩１６：５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


